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一
新

急

性

・發

疹

症

(異
型

猩

紅

熱
)
(第
三
報
)

京

都

市

立

京

都

病

院

研

究

室

賀

屋

俊

吉

藤

後

惣

兵

衛

閲

島

春

男

琴

浦

良

徳

第
三

血
清
反
鷹

第

一
編
に
於
て
は
余
等

の
観
察

せ
る

一
新
急
性
登
疹
症
が
そ
の
臨
牀
的
症
候
竝

に
経
過
に
於
て
己
知

の
何
れ
の
急
性
發
疹
症
に
も
合
致
せ
ざ
る
事
由
を
述

べ
、
第
二
編
に
於
て
は
本
症
患
者

の
咽
頭
よ
り
毎
常
検
出
可
能
な
る
溶
連
菌
が
猩
紅
熱
溶
連
菌
に
他
な
ら
す
し
て

本
症
と
こ
の
溶
連
菌

と
の
病
因
關
係
は
猩

紅
熱

と
溶
連
菌

の
示
す
病
因
關
係

に
全
く
合
致
せ
る
こ
と
を
謎
明
し
得
た
る
細
菌
免
疫
學
的
検
索
成
績

を
述
べ
た
り
。

本
編
に
於
て
は
更
に
右
の
臨
牀
的

一
新
急
性
發
疹
症

と
猩
紅
熱

と
の
問
に
於
け
る
病
因
的
連
繋

シ
ュ
ル
ツ
、

シ
ャ
ル
ト

ン
氏
消
罷
現
象
な
る
特
異
血
清
現
象

を
通
じ
て
検
索
せ
ん
と
す
る
も

の
な
り
。

シ
ュ
ル
ヅ
、

シ
ャ
ル
ト
ン
氏
潰
燧
現
象

は
猩
紅
熱
嚢
疹

に
特
異
的
な
る
現
象
に
し
て
猩
紅
熱
診
断
確
定
上
最
も
重
要
な
る
位
置
を
占
む
る
も
の

な
り
。

余
等

の
新
急
性
登
疹
症
に
於
て
は
、
其

の
登
疹
輕
微
に
過
ぎ
る
事
及
び
登
疹
登
現
期
間

の
極
め
て
短
き
事
の
爲
に
其
の
登
疹
に
就
き
猩
紅
熱
恢
復
血
清
を
以

て
す
ろ
シ
ュ
ル
ヅ
、
シ
ャ
ル
ト

ン
氏
消
誕
現
象
を
試
み
る
事
能
は
す
。
よ
つ
て
逆
に

新
急
性
登
疹
症
の
恢
復
血
清
を
以
て
定
型
的
猩
紅
熱
患
者
に
就
き

シ
ュ

ル
ツ
、
シ
ャ
ル
ト
ン
氏
消
裾
現
象
を
検
せ
り
。
叉
本
症

の
登
疹
清
誕
後
の
高
熱
申
毒
症
牀
、
脾
腫
等
は
恰
も
腸
チ
フ
ス
、
満
洲
チ
フ
ス
を
思
は
し
む
ろ
も
の
あ

り
。

依
て
本
症
例
群
中
最
も
疑
は
し
き
症
牀
を
呈
せ
る
三
例
の
血
清
に
就
き

ヴ
ィ
ダ
ー
ル
氏
反
慮
及
び
ワ
ィ
ル
、
フ
ェ
リ
ヅ
ク
ス
反
慮
を
検
せ
り
。

併
せ
て
こ
こ

に
報
告
せ
ん
と
す
。

賀
屋
・
藤
後
・
間
島
・
琴
浦

=

一
新
急
性
登
疹
症
(
異
型
猩
紅
熱
)

二

一
九
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賀
屋
・
藤
後
・
周
島

・
琴
浦

=

一
新
急
性
登
疹
症
(
異
型
狸

紅
熱
)

二
二
〇

實
験
方
法

シ

ユ
ル
ツ
、
シ
ヤ
ル
ト

ン
氏
消
槌
現
象
検

査
に
は
本
症

の
恢

復
期
血
清
を
早
朝
採
取

し
、
こ
れ

に
〇
.
五
%

の
割
に

カ
ル
ボ
ー

ル
を
加

へ
れ
る
保
存

血
清
を
以
て
せ
り
。
検

査
時
に

は
保
存
血
清
を
生
理
的
食

盤
水

に
て
倍
撒
稀
繹
し
、
稀
繹

血
清

の
夫

々
〇
・
五
竓
を
發
疹
著
名
な

る
定
型
的
狸

紅
熱
患

者
の
前
搏
皮
内

に
注
射

せ
り
。

而
し
て
其
結

果
は
十
時
間

-

二
十
四
時
間
後
に
到
定
せ
り
。
剣
定
方
法
は
規
定
に
從
ひ
、
測
定
せ

る
直

径
及
皮
膚
腫

脹
の
度

に
磨

じ
柵
、

軸
、
十
、
±
、

一
な

る
記
號
た
以
て
剣
定
成
績
を
表

せ
り
。
本
検

査
に
供
せ

る

(
男

二
十
歳
)
、

(
男
三
十
二
歳
)
、

(男
十

五
歳
)
の
三
例

は
何
れ
も
發
疹
特

に
著
名
な

る
定
型
的
狸
紅
熱
患
者
に
し
て
其
の
登
疹
最
高
潮

に
達

し
れ

る

時
期
を
選

び
之

を
行

へ
り
。

三
例
何
れ
も
後
著
名
な

る
皮
膚

落
矯
を
來
し
其

の
経
過
蚊
に
諸
徴
等

よ
り
見
て
狸
紅
熱
な
り
し
事
確
實

な
り
。
ヴ

ィ
ダ
ー

ル
反
庶
及

ワ
イ
ル
、

フ

ェ

リ
ツ
ク
ス
反
鷹
は
善
通

一
般

の
方
法
に
從

へ
り
。

實
験
成
績

(
イ
)
シ

ュ

ル

ツ

、

シ

ャ

ル

ト

ン
氏

現

象

。

本
検
査
に
使
用
せ
る
血
清
は

以
上
五
氏

の
恢
復
期
血
清
に
し
て
表
に
示
せ
る
如
く

何
れ
も
三
十
二
倍
ま
で
陽
性
な
る

結
果
を
得
た
り
。

今
ロ
)
ヴ
ィ
ダ
ー

ル
反
慮
及
び

ワ
ィ
ル
、

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
反
鷹
。

高
熱
を
持
績
し
中
毒
症
歌
顯
著
な
り
し

の
三
例
に
就
き
行

へ
る

ヴ
ィ
ダ
ー

ル
反
鷹
は
表
に
示
せ
6
如
く
中
二
例
は

一
〇
〇
倍
ま
で
陽
性

な
り
し
も
疾
患
経
過

ご
共
に

チ
ィ
テ
ル
の
増
加
を
來
さ
す
。

他

の

一
例
は
陰
性
に
終
り
全
例
何
れ
も
血
中
及
尿
尿
よ
リ
チ
フ
ス
菌
を
謹
明
せ
す
。

ワ
ィ
ル
、

フ
ェ
リ

ッ
ク
ス
反
鷹
も
常
に
陰
性
に
終
れ
り
。

以
上
の
検
索
成
績
よ
り
見
れ
ば
本
症
に
於
て
は
腸
チ
フ
ス
及
満
洲
チ
フ
ス
を
全
く
除
外
し
て
可
な
り
。

シ
ュ
ル
ツ
ガ
シ
ャ
ル
ト

ン
氏
潰
腿
現
象
検
査
に
其
の
血
清
を
供
せ
る
本
症
患
者
は
未
だ
か
つ
で
狸
紅
熱
に
罹
患
せ
す
。
而
し
て
か
か
る
患
者
の
候
復
期
血
清
を

以
て
す
る
シ
ュ
ル
ツ
、
シ
ャ

ル
ト
ン
氏
濡
龍
現
象
は
常
に
彊
陽
性
を
示
せ
り
。狸
紅
熱
未
罹
患
の
健
康
人
血
清
を
以
て
す
る
シ
ュ
ル
ツ
、
シ
ャ
ル
ト
ン
氏
消
腿
現

象
は
時
に
陽
性
を
示
す
事
あ

る
は
知
ら
れ
た
り
。
一然
れ
さ
も
本
症
恢
復
期
血
清

の
示
せ
る
陽
性
率

一
〇
〇
%
は
狸
紅
熱
未
罹
患
健
康
人
血
清
に
は

期
待
し
得

べ
か
ら
ざ
る
所
に
し
て
、本

症
恢
復
期
患
者
血
溝
中
に
は
特
異
的
に
シ
ュ
ル
ツ
、
シ
ャ
ル
ト
ン
氏
清
謎
現
象
を
常
に
陽
性
な
ら
し
む
る
因
子
の
存
す
る
事
は
疑

ふ
べ
か
ら
す
。
本
症
患
者
は
本
症
に
罹
患
せ
る
事
に
よ
り
其

の
血
清
中
に
シ
ュ
ル
ヅ
、
シ
ャ
ル
ト
ン
氏
清
罷
現
象
を
陽
性
な
ら
し
む
る
因
子
を
獲
得
せ
る
も

の
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シュル ツ、 ジャル トン氏 現 象發 現能

ヴ イ ダ ー ル 反 應

ワ イル 、 フェリックス 反 應

 

賀
屋
・
藤
後
・
間
島

・琴
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=

一
新
急
性
發
疹
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異
型
狸
紅
熱
)

二
二

一
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賀
屋
・
藤
後
・
間
島

・琴

浦
=

一
新

急
性
發
疹
症
(
異
型
狸
紅
熱
)

二

二
二

ど
断
定
し
得
ら
る
べ
し
。
以
上
シ
ュ
ル
ヅ
、
シ
ャ
ル
ト
ン
な
る
狸
紅
熱
特
有

の
血
清
反
應
を
通
じ
て
之
れ
を
観
れ
ば
本
症
ど
狸
紅
熱

ど
は
完
全
に
同

一
疾
患
な

り
ど
断
定
し
て
可
な
る
べ
し
。

第
四

全
編
の
総
括

一
新
急
性
發
疹
症
な
る
題
名

を
掲
げ
て
余
等
は
其
の
第

一
編
に
於
て
臨
林
的
観
察
を
詳
細
に
述
べ
、他

の
何
れ
の
巳
知
傅
染
性
發
疹
疾
患
に
も
該
當
せ
ざ
る
黙

を
明
ら
か
に
し
、
第
二
編
に
於
て
本
疾
患

の
細
菌
學
的
検
索
成
績
を
報
告
し
、
第
三
編
に
於
て
は
其

の
血
清
學
的
關
係
を
述
べ
來
れ
り
。
以
上
三
編

の
検
索
成

績
を
綜
合
し
何
れ
に
も
偏
せ
ざ
る
考
察
を
な
す
な
ら
ば
本
疾
患
の
全
貌
は
略

々
明
瞭

こ
な
る
べ
し
。

病
因
的
關
係
に
於
て
試
み
ら
れ
た
る
細
菌
學
的
虹
に
血
清
學
的
槍
索
成
績
は
本
症
ど
狸
紅
熱

ど
が
全
面
的
に
相

一
致
す
る
事
を
指
示
せ
り
。

栃
ち

本
症
の
咽

頭
よ
り
は
毎
常
溶
連
菌
第
二
型

(小
林
教
授
分
類
法
)
を
検
出
し
本
菌
は
疾
病

の
繹
過

ご
共
に
其
の
検
出
量
を
減
少
し
行
け
り
。
而
し
て
狸
紅
熱
患
者
咽
頭
よ

り
検
出
さ
る
る
溶
連
菌
は
第

一
型
多
く
第
二
型
は
よ
り
勘
な
し
。

然
れ
,こ
も
其
の
病
因
的
關
係
に
於
て
は
第

一
型
第
二
型
何
等
異
な
る
無
し
。

豫
め
本
症
の

恢
復
期
血
清
を
注
射
し
置
け
ば
、

白
鼠
は
能
く
致
死
量
の
本
症
分
離
溶
連
菌
注
射
及
び
同
じ
く
死
致
量
の
狸
紅
熱
溶
連
菌
の
注
射
に
堪
え
得
た
り
。

こ
の
発

疫
反
應
關
係
は
叉
狸
紅
熱
患
者
の
血
清

ど
雨
菌
株

ご
の
冤
疫
關
係
に
完
全
に
相
合
致
せ
り
。

發
疹
特
に
甚
だ
し
き
定
型
的
狸
紅
熱
患
者
に
就
き
本
症
の
恢
復
期
血
清
を
以
て
せ
る

シ
ュ
ル
ツ
、
シ
ャ
ル
ト
ン
氏
清
禮
現
象
は
常
に
強
陽
性
な
り
。

シ
ュ
ル

ツ
、

シ
ャ
ル
ト
ン
氏
消
龍
現
象
は
時
に
狸
紅
熱
未
罹
患
健
康
人
血
清
に
よ
婬
陽
性
を
示
す
事
あ
り
。

然
れ
ど
も

本
症
恢
復
期
の
示
せ
る

一
〇
〇
%
陽
性
率
は

未
罹
患
健
康
人
血
清

に
は
見
ら
れ
ざ
る
所
に
し
て
本
症
恢
復
期
血
清

の
特
異
性
な
り
ど
認
め
て
誤
り
無
か
る
べ
し
。

以
上
の
細
菌
発
疫
學
的
拉
に
血
清
學
的

検
査
成
績
は
正
し
く
本
症
例
群
が
病
因
的
に
狸
紅
熱
ど
相
合
致
せ
る
の
謹
左
を
與
ふ
る
も
の
な
り
ど
信
す
。

又
臨
林
検
索
方
面
よ
り
此
れ
を
見
る
に
其
の
血
液
像
は
常
に
白
血
球
増
多
、

エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細
胞
檜
加
を
示
せ
り
。

ヘ
グ

レ
ル
氏

(
H
e
g
l
er
19
3
4)
の
言
を
借
り
れ
ば
、
狸
紅
熱
患
者
の
エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細
胞
檜
加
は
急
性
傳
染
病
中
唯

一
無
二
の
も
の
な
り
。
本
症
の
血
液
像

は
狸
紅
熱
に
固
有

ご
さ
る
る
血
液
像
其
の
も
の
な
り
。

其
の
肝
臓
腫
大
及
尿
中
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
グ

ン
張
陽
性
も

狸
紅
熱
を
類
似
發
疹
症
ご
別

つ
に
役
立

つ
重

要
所
見
な
り
。

か
く
観
じ
來
れ
ば
臨
抹
的
に
は
僅
微
な
る

一
過
性
發
疹
及
び
甚
だ

輕
微
な
る
ア
ン
ギ
ー
ナ
症
候
等
狸
紅
熱
ら
し
か
ら
ざ
る
症
候
を
呈
せ
り
ど

す
る
も
、
か
か
る
徴
候
を
目
し
て
直
ち
に
狸
紅
熱
を
否
定
す
る
根
稼
ど
な
し
難
し
。
本
症
は
狸
紅
熱
以
外
の
他

の
何
れ
の
已
知
發
疹
疾
患
に
も
合
致
せ
す
。
唯

流
行
性
に
多
數
患
者
が
総
て

本
症
の
如
き
病
徴
を
以
て
勃
發
す
る
こ
ど
は
從
來

の
狸
紅
熱
に
於
て
嘗
つ
て
見
ざ
る
所
に
し
て
狸
紅
熱
の

一
異
型
ど
見
徹
す
が
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要
當
な
ら
ん
。

狸
紅
熱
の

一
異
型

ど
見
做
せ
ば
,
か
か
る
異
型
發
現
の
原
因
を
第

一
病
原
艘
の
推
移
ど
第
二
個
禮

の
燈
質
相
異
な
う
に
途
に
求
め
得
ら
ろ
べ

し
。

然
れ
ど
も
本
症
例
の
如
き
同
年
輩
の
大
量
勃
發
に
個
禮
の
禮
質
相
異
は
考

へ
得
べ
か
ら
ざ
る
所
に
し
て
專
ら
第

一
の
病
原
禮
の
推
移
に
論
研
の
方
面
を

置
く
べ
き
も
の
ど
思
考
す
。

兎
も
角
其

の
病
因
關
係
に
於
て
恐
ら
く
普
通
狸
紅
熱

ど
は

幾
分
相
異
せ
る
特
質
を
有
す
る
も
の
くご解
繹
す
る
が
安
當
な
ら
ん
。

以
上
余
等
の
検
索
方
面
及
所
信
は

狸
紅
熱

ど
溶
連
菌
こ
の
病
因
關
係
を
肯
定
せ
る
學
読
に
立
脚
せ
る
も
の
な
る
が
、
本
症
の
發
現
が
却
て
狸
紅
熱
に
溶
連
菌

以
外

の
濾
過
性
病
原
燈
を
假
定
す
る
學
派
に
有
利
な
る
根
檬
を
與
ふ
る
場
合
を
考
慮
し
得
べ
し
。

傍
ち

溶
連
菌
が
狸
紅
熱
及
び
本
症
に
共
通
の
病
因
菌
な
る

が
故
に
臨
殊
的
病
徴
を
異
に
せ
る
狸
紅
熱
に
於
て
更
に
他
の
病
原
禮
の
存
立
を
假
定
す
る
こ
ご
不
可
能
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
本
症
の
如
き
類
症
を
読
明

す
る
に
便
な
り
。
.

文
献
を
渉
猟
す
る
に
H
A
rr
a
s-B
ad
 D
u
r
r
h
e
i
m(193
8)
氏
は

M
i
t
i
g
i
e
r
t
e
n
 
s
c
h
a
r
l
a
c
h

ど
し
て
定
型
的
な
る
狸
紅
熱
ご
異
な
り
、
輕
度

の
ア
ン
ギ
ー

ナ
を
有
し

一
般
歌
態
凡
ど
犯
か
さ
る
ろ
事
無
く
發
病
二
三
日
後
に
極
め
て
輕
度

の
狸
紅
熱
様
粟
粒
疹
を
來
し
二
、
三

日
に
し
て
發
疹
全
く
清
腿
す
る
ご
共
に
解

熱
し
以
後
熱
發
す
る
事
な
き

症
例

一
〇
〇
を
報
告
せ
り
。
余
等
の
報
告
例
ご
は
發
疹
部
位
の
局
所
的
關
係
を
異
に
す
る
所
、
中
毒
症
歌
無
き
貼
、
發
疹
清
禮
ミ

共
に
解
熱
し
後
全
く
發
熱
せ
ざ
ろ
黙
に
於
て
異
な
り
、
輕
度
の
ア
ン
ギ
ー
ナ
合
併
症
を
見
ざ
る
貼
、
豫
後
す
べ
て
佳
良
な
る
貼
、有
る
か
無
き
か
の
皮
膚
落
屑

の
黙
に
於
て
相
似
た
り
。
本
邦
に
於
て
、
泉
氏

(昭
和
四
年
)
は

「
金
澤
市
に
流
行
せ
る

一
種
の
狸
紅
熱
様
發
疹
性
熱
性
病
に
就
て

」
な
る
論
文
に
於
て
、
麻
疹

に
非
す
、
狸
紅
熱
に
似
て
非

な
り
。

風
疹
ど
も
考

へ
ら
れ
す
、
第
四
病
ど
も

一
致
せ
す
、
果

し
て
何
れ
に
属
す
べ
き
か
解
決
は
術
今
後

の
研
究
を
要
す
云
々

ど
述
べ
余
等
の
観
察
例
霊
は
臨
林
的
に
略

〃
合
致
せ
る
發
疹
症
を
報
告
せ
り
。

其
の
病
因
的
關
係
に
於
て
は
検
索
せ
ら
れ
た
る
成
績
に
乏
し
く
、
患
者
血
中

よ
り

一
種
の
白
色
葡
萄
歌
菌
を
分
離
し
得
た
り
ど
言

へ
る
の
み
に
て

病
症
の
鶴
趨
を
明
ら
か
に
し
居
ら
ざ
る
憾
あ
り
。

然
れ
ど
も
血
中
よ
り
の
球
菌
培
養
な

ろ
成
績
に
は
往
々
信
頼
を
置
き
兼

ぬ
る
揚
合
あ
る
こ
ど
を
考
慮
に
入
る
る
な
ら
ば
、
既
に
北
陸
地
方
に
於
て
余
等

の
観
察
せ
る
發
疹
性
熱
性
病
の
流
行
存
し
た

り
ご
想
定
し
得
ら
る
。
又
齋

藤
氏
は
昭
和
九
年
五
月
下
旬
よ
り
六
月
中
旬
弘
前
市
に
於
て
、
小
學
見
童
を
中
心
ど
し
て
流
行
せ
る

一
發
疹
性
傳
染
病
の
臨
林
所

見
を
報
告
せ
り
。

此
の
観
察

せ
る
臨
殊
病
徴
は
正
し
く
余
等

の
観
察
症
例
に
符
合
し

一
新
狸
紅
熱
様
發
疹
ど
な
す
に
相
應
し
き
、

從
來
嘗
つ
て
接
す
る
こ
ど

無
か
り
し
、

症
候
群
及
び
経
過
な
り
。
爾
余
等
は
私
信
に
於
て
北
陸
地
方
、

日
本
海
沿
岸
の
京
都
府
下
及
び
山
陰
地
方
に
近
來
此
種
發
疹
症
流
行
の
存
す
る

こ
ど
を
聞
知
せ
り
。
從
て
近
來
本
邦
の
汎
き
範
園
に
本
症
は
流
布
さ
れ
あ
り
ど
想
定
さ
る
。

第
五

結

論

賀
屋
・藤
後
・間
島
・
琴
浦
=

一
噺
急
性
發
疹
症
(異
型
狸
紅
熱
)

二
二
三
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賀

屋
・
藤
後
・
間
島
・
琴
浦
=

一
新
急
性
發
疹

症
(
異
型
狸
紅
熱
)

二
二
四

最
近
余
等
が
遭
遇
せ
る

一
新
急
性
發
疹
症
は
其

の
臨
抹
的
病
徴
に
於
て
は

吾
人
の
認
む
る
狸
紅
熱

の
将
外
に
あ
り
て
、
全
く

そ
の
理
解
範
園
を
逸
脱
し
居
れ

り
。
而
も
其
の
病
因
關
係
を
精
査
し
、狸
紅
熱
ど
全
面
的
に
合
致
す
る
事
明
瞭

ど
な
る
に
及
び
て
、
本
症
は
狸
紅
熱

の
臨
抹
的
異
型
ど
見
做
さ
る
べ
き
こ
ど
を

確
認
す
る
に
至
れ
り
。
よ
つ
て
こ
こ
に
異
型
狸
紅
熱
な
る
病
症
名
を
與

へ
た
り
。
そ
の
臨
林
的
病
徴
竝
に
病
因
的
關
係
に
於
て
適
切
妥
當
な
る
の
み
な
ら
す
、

臨
休
上
の
便
宜
を
信
す
れ
ば
な
り
。
無
疹
性
狸
紅
熱
は
從
來
も
普
通
狸
紅
熱
の
流
行
及
び
家
族
的
な
る
發
生
に
混
在
し
吾
人

の
注
意
を
喚
起
せ
る
所
な
る
が
、

本
症
例
の
如
く
総
て
流
行
症
例
が
發
疹
痕
跡
に
過
ぎ
す
し
て
特
異
の
高
熱
持
績
、
中
毒
性
な
る
如
き
は
從
來
全
く
経
験
さ
れ
ざ
る
所
な
り
。
狸
紅
熱
に
か
か
る

臨
林
的
異
型
の
存
す
る
事
は

臨
躰
署
家

一
般

の
等
閑
視
す
べ
か
ら
ざ
ろ
重
要
事
項
な
り
。

其

の
從
來
の
狸
紅
熱

ど
の
關
係
に
就
き
て
は
、
狸
紅
熱
に
病
原
腿

の
推
移
-

赤
痢
病
原
に
於
け
る
弱
毒
性
異
型
菌

の
如
き
-

關
係
が
成
立
し
、
新
に
こ
の
異
型
狸
紅
熱
な
る
病
型
が
現
は
る
る
に
至
の
し
な
ら
む
ど
の
解

繹
可
能
な
る
べ
し
。
余
等
は
現
在
の
溶
連
菌
分
類
法
を
も
つ
て
し
て
は

囁
別
し
得
ざ
る
溶
連
菌
の
存
在
を
想
定
し
得

る
も
の
に
し
て

こ
の
黙
爾
今
後

の
研
究

に
待
た
ざ
る
可
か
ら
す
。

。

擱
筆
に
望
み
、
伊
澤
院
長
の
御
懇
篤
な
る
御
指
導
御
校
閲
を
感
謝
し
、
馨
局
員
諸
兄
の
御
助
力
を
深
謝
す
。
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